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３．事後評価結果 

 

 

本 ACT-X研究では、最大級のメタゲノム情報基盤を構築し、系統樹ベースの解析方法の開発に尽

力した。メタゲノムは、今では一般的な手法となったが、多くの研究では、得られるデータを単な

る多様性を示す情報として使われているに過ぎない場合が多い。そのフェーズを超えて、ビックデ

ータを横断的に解析する手法が必要となっており、当該研究者はその回答を与えるべく研究を展開

した。具体的には、大規模なメタゲノムデータから解読したゲノム情報を活用して、窒素固定細菌

の極域への環境適応因子の推定に繋がる成果を挙げており、実験計画が順調に進んだ。 

今後、加速フェーズで新たなターゲット遺伝子についての解析に横展開することで、さらに新し

い発見に繋がると期待できる。なお、新規遺伝子については、今後、実験的証明が必要になるかも

しれないので、共同研究者の見込みなども立てておくと良い。また、腸内細菌など、環境メタゲノ

ム以外においても、ノウハウは活用できると考えられるので、そのような展開（共同研究）にも期

待したい。メタゲノム・ビックデータに付随する環境メタ情報の整備も進めており、順調に進捗し

ている。これを元に加速フェーズで、一層研究を展開してもらいたい。 

 

 

  


